
大学院・専攻の目的及び自己評価 

 

１  長崎総合科学大学大学院（以下「大学院」という）は、本学の建学の精神

並びに大学の理念の下に、学部における幅広い専門基礎知識の教育に基づい

て、修士課程では先端技術の基礎知識及び専門基礎理論の修得により高度な

専門性を有する技術者を育成し、博士課程においては研究領域を特化させ専

門力をより一層高めることにより、諸問題に対応できる高度な専門的力量を

備え、自立して研究・業務活動に従事できる高度技術者を育成することを目

的とする。 

２  専攻の教育研究上の目的は、以下に示す。 

３  なお、前２項の目的を達成するために、教育研究の活動状況等について設

定した項目に関し、自ら点検及び評価を行うものとする。 

 

【専攻の目的】 

    各専攻の教育研究上の目的は、次の通りとする。 

(1) 博士課程総合システム工学専攻では、これまでの修士課程における経

験と実績を重視しつつ、専門領域における資質をより高度化し、多様な

分野に対する広い視野とそれに対応できる能力を持つとともに、現代社

会での必要な情報の収集とその処理能力を高めて、自立して研究・業務

活動に従事できる能力と高度な専門的知識を有する人材を育成すること

を目的とする。 

(2) 修士課程生産技術学専攻では、船舶・浮体構造物・海洋機器・飛翔体・

原動機・機械・建築構造物・基礎構造など、種々の分野に共通する構造

工学・流体工学の基礎理論を修得させるとともに、両分野におよぶ複合

領域での工学上の基礎問題・応用問題を解決できる能力を持ち、さらに、

高度なコンピュータ利用技術を習得・活用できる人材を育成することを

目的とする。 

(3) 修士課程環境計画学専攻では、生活環境や生態環境、あるいは地域活

性化や政策運営といった都市・地域問題からエネルギーや自然環境保全

にいたる環境問題の分野を対象として、総合的かつ学際的な観点から、

環境共生型の新しい計画理論や環境デザイン手法の開発などができる知

識と能力を持ち、かつ優れたプレゼンテーション・コミュニケーション

力を有する人材を育成することを目的とする。 

(4) 修士課程電子情報学専攻では、電子デバイス･医療工学･計測制御・情

報システムの各分野の高度な知識と技術を学びながら探求し、それらの

分野における諸問題を解決できる人材の育成を目的とする。 


